
は
じ
め
に

日
本
令
の
母
法
で
あ
る
唐
令
は
す
で
に
散
逸
し
、
断
片
的
な
逸
文
に
よ
っ
て
の
み
、

そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
逸
文
を
集
成
し
唐
令
を
復
原
す
る
試

み
は
、
仁
井
田
陞

『

唐
令
拾
遺』

や
仁
井
田
陞
著
・
池
田
温
編
集
代
表

『

唐
令
拾
遺

補』

と
い
っ
た
大
著
に
結
実
し
て
お
り

(

１)

、
こ
の
両
書
に
依
拠
し
て
唐
代
法
制
史
研
究

や
日
唐
令
の
比
較
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
九
九
年
、
戴
建
国
氏

が
中
国
寧
波
の
天
一
閣
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
明
抄
本

｢

官
品
令｣

が
、
実
は
北
宋

天
聖
令
の
残
本
で
あ
る
こ
と
を
発
見
・
報
告
し

(

２)

、
唐
令
復
原
研
究
は
新
た
な
段
階
を

迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

天
聖
令
は
、
北
宋
の
仁
宗
天
聖
七
年

(

一
〇
二
九)

に
完
成
し
、
十
年
に
施
行
さ

れ
た
が
、
そ
の
編
修
方
針
は

｢

凡
取
唐
令
為
本
、
先
挙
見
行
者
、
因
其
旧
文
、
参
以

新
制
定
之
。
其
今
不
行
者
亦
随
存
焉｣

と
さ
れ

(

３)

、｢

唐
令
の
う
ち
今
も
実
用
さ
れ
て

い
る
部
分
に
つ
い
て
は
努
め
て
原
文
を
生
か
し
な
が
ら
些
少
の
手
を
加
え
て
時
代
に

適
合
せ
し
め
、
す
で
に
死
文
と
化
し
て
い
る
部
分
は
敢
え
て
削
除
も
せ
ず
そ
の
ま
ま

と
す
る
と
い
う
方
針
で
行
わ
れ
た

(

４)｣

。
そ
の
た
め
今
回
発
見
さ
れ
た
史
料
に
も
、
天

聖
令
本
文

(

以
下
、
宋
令)

と
と
も
に
、
天
聖
令
制
定
に
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
唐
令

(

以
下
、
不
行
唐
令)

が
残
さ
れ
て
お
り
、
宋
令
の
改
修
を
経
て
な
お
唐
令
の
全
貌

を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
、
一
級
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

本
史
料
は
天
聖
令
全
三
〇
巻
の
末
尾
一
〇
巻
分
で
あ
り
、
田
令
・
賦
役
令
・
倉
庫

令
・
廐
牧
令
・
関
市
令
・
捕
亡
令
・
医
疾
令
・
仮
寧
令
・
獄
官
令
・
営
繕
令
・
喪
葬

令
・
雑
令
の
一
二
篇
目

(

宋
令
二
九
三
条
、
不
行
唐
令
二
二
一
条)

を
収
載
す
る
。

発
見
者
で
あ
る
戴
氏
に
よ
っ
て
、
田
令
・
賦
役
令
・
捕
亡
令
な
ど
一
部
の
篇
目
に
つ

い
て
は
徐
々
に
そ
の
内
容
が
公
表
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
篇
目
に
つ
い
て
は

公
表
が
遅
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
二
〇
〇
六
年
十
一
月
、
天
一
閣
博
物
館
・
中
国
社

会
科
学
院
歴
史
研
究
所
天
聖
令
整
理
課
題
組
校
証

『

天
一
閣
蔵
明
鈔
本
天
聖
令
校
証

附
唐
令
復
原
研
究』

(

以
下
、『

天
聖
令
校
証』)

が
刊
行
さ
れ

(

５)

、
発
見
か
ら
七
年
以

上
を
経
て
、
よ
う
や
く
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

『
天
聖
令
校
証』

は
、
本
史
料
の
影
印
を
掲
載
し
、
そ
の
校
訂
を
施
し
て

(

校
録

本)
、
天
聖
令
の
テ
キ
ス
ト
を
確
定
し
て
い
る

(

清
本)

。
つ
い
で
宋
令
・
不
行
唐
令

を
踏
ま
え
た
唐
令
復
原
案
が
提
示
さ
れ
る

(

唐
令
復
原
研
究)

。
喪
葬
令
に
つ
い
て

は
呉
麗
娯
氏
が
担
当
さ
れ
て
お
り
、
詳
細
な
検
討
の
上
に
唐
令
復
原
案
を
作
成
さ
れ

て
い
る

(

６)

。
本
書
に
よ
る
と
、
喪
葬
令
は
冒
頭
に

｢

喪
葬
令
巻
第
二
十
九

喪
服
年
月

附｣

と
あ
り
、
宋
令
三
三
条
、
不
行
唐
令
五
条
、
お
よ
び

｢

喪
服
年
月｣

に
関
す
る
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記
述
が
附
載
さ
れ
て
い
る
。｢

喪
服
年
月｣

が
附
載
さ
れ
て
い
る
事
実
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
戴
氏
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
お
り

(

７)

、
筆
者
も
日
本
令
に
お
け
る
礼
制
受
容
の

あ
り
方
を
論
じ
る
な
か
で
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
が

(

８)

、
そ
れ
以
外
の
情
報
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

唐
喪
葬
令
の
復
原
研
究
と
し
て
は
、
池
田
温

｢

唐
・
日
喪
葬
令
の
一
考
察
―
條
文

排
列
の
相
異
を
中
心
と
し
て
―｣

が
あ
り

(

９)

、
そ
の
成
果
は

『

唐
令
拾
遺
補』

に
反
映

さ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
こ
れ
ま
で
喪
葬
令
に
関
す
る
検
討
を
進
め
て
き
た
が

(

�)

、
今
回

の
天
聖
令
の
公
表
に
よ
り
、
私
見
の
確
認
さ
れ
た
点
、
修
正
す
べ
き
点
な
ど
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
ま
た
従
来
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
内
容
の
条
文
も
多
数
発
見
さ

れ
、
唐
令
復
原
研
究
の
大
幅
な
進
展
が
期
待
で
き
る
一
方
で
、
日
本
令
と
の
比
較
と

い
う
研
究
手
法
に
つ
い
て
、
再
考
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

今
回
は
、
個
々
の
条
文
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
を
加
え
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、

呉
氏
の
復
原
唐
令
排
列
へ
の
疑
問
を
中
心
に
、
旧
稿
の
修
正
す
べ
き
点
な
ど
に
つ
い

て
も
論
じ
て
い
き
た
い
。

一

復
原
唐
令
の
排
列

表
１
は
、
呉
氏
に
よ
る
復
原
唐
令
の
排
列
案
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る

(
�)
。
復
原
唐

令
の
条
文
番
号
と
復
原
根
拠
と
な
っ
て
い
る
天
聖
令
、『

唐
令
拾
遺

(

補)』
の
復
原

案
、
養
老
令
の
各
条
文
番
号
を
記
し
、
最
後
に
呉
氏
に
よ
る
内
容
説
明
を
掲
載
し
た
。

『

天
聖
令
校
証』

の
基
本
方
針
と
し
て
、
唐
令
の
復
原
に
あ
た
っ
て
は
天
聖
令
の
条

文
排
列
を
な
る
べ
く
生
か
す
よ
う
配
慮
さ
れ
、
末
尾
に
付
さ
れ
た
不
行
唐
令
も
宋
令

の
排
列
の
中
に
入
れ
込
む
形
で
復
原
さ
れ
て
い
る
。
呉
氏
に
よ
る
喪
葬
令
の
唐
令
復

原
に
お
い
て
も
、
基
本
的
に
は
こ
の
方
針
が
守
ら
れ
て
い
る
。

表
１
を
見
る
と
、
天
聖
令
の
排
列
は
養
老
令
の
排
列
と
見
事
に
一
致
し
て
お
り
、

日
本
令
が
唐
令
を
そ
の
ま
ま
の
条
文
排
列
で
継
受
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
養
老
令
の
排
列
を
重
視
し
た

『

唐
令
拾
遺』

の
方
針
は
正
し
か
っ
た
こ

と
に
な
る
。
一
方
で
、
池
田
氏
に
よ
る
排
列
案
の
う
ち
、｢

日
本
の
唐
令
継
受
に
際

し
意
を
以
て
修
正
を
施
し
た｣

可
能
性
を
考
慮
し
て
、
内
容
の
軽
重
や
儀
礼
段
階
に

よ
っ
て

『

唐
令
拾
遺』

の
排
列
を
改
め
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
結
果
的
に
誤
っ
て
い

た
こ
と
が
判
明
し
た

(

�)

。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
条
文
排
列
の
相
違
か
ら
日
唐
令
の
特
質

を
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
可
能
性
は
低
く
な
っ
た
。

前
述
の
よ
う
に
、
基
本
的
に
天
聖
令
の
排
列
に
従
っ
て
い
る
呉
氏
復
原
唐
令
排
列

案
で
あ
る
が
、
部
分
的
に
条
文
内
容
に
よ
っ
て
天
聖
令
の
排
列
を
大
幅
に
改
め
て
い

る
点
が
あ
る

(

表
１
の
濃
い
網
掛
け
部
分)

。
私
見
で
は
、
条
文
内
容
を
踏
ま
え
て

も
、
天
聖
令
の
排
列
を
生
か
し
た
唐
令
復
原
が
可
能
と
考
え
て
お
り
、
表
２
の
よ
う

な
復
原
排
列
案
を
考
え
て
い
る
。
表
３
は
、
表
２
の
排
列
案
に
従
い
、
天
聖
令
・

『

唐
令
拾
遺

(

補)』

・
養
老
令
の
本
文
を
掲
げ
、
対
応
関
係
を
示
し
た
。
以
下
、
問

題
点
を
個
別
に
検
討
し
て
い
き
た
い

(

�)

。

１

奏
聞
規
定

(

宋
５
・
宋
10
・
宋
11
―
復
原
６
・
復
原
７)

呉
氏
復
原
唐
令
排
列
で
は
、
宋
10
・
宋
11
が
宋
４
と
宋
５
の
間
に
挿
入
さ
れ
て
い

る

(

表
１
参
照)

。
こ
れ
は
呉
氏
が
、
宋
５
の
規
定
内
容

(

官
人
が
親
族
を
亡
く
し

た
り
自
身
が
死
亡
し
た
場
合
に
、
そ
の
こ
と
を
奏
聞
す
る
こ
と
。
同
官
司
の
人
々
は

会
葬
し
、
勅
葬
の
場
合
は
監
護
官
人
を
派
遣
す
る
こ
と)

と
、
宋
10
・
宋
11
が
関
連

す
る
と
考
え
、
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
復
原
６
・
復
原
７
を
作
成
し
た
た
め
で
あ
る
。

復
原
６
・
復
原
７
お
よ
び
宋
５
・
宋
10
・
宋
11
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

復
原
６

(a)
諸
京
官
職
事
三
品
以
上
、
散
官
二
品
以
上
、
遭
祖
父
母
父
母
喪
、

京
官
四
品
、
遭
父
母
喪
、
都
督
刺
史
並
内
外
職
事
、
若
散
官
、
以
理
去
官
、
五

品
以
上
、
在

[

両
？]

京
薨
卒
者
、
及
五
品
之
官
身
死
王
事
者
、
(b)
並
奏
聞
。

(c)
〈
在
京
従
本
司
奏
、
在
外
及
無
本
司
者
、
従
所
属
州
府
奏
。〉
(d)
将
葬
、
皆

祭
以
少
牢
、
司
儀
率
斎
郎
、
執
爼
豆
以
往
。
三
品
以
上
贈
以
束
帛
、
一
品
加
乗

馬
。
既
引
、
又
遣
使
贈
於
郭
門
之
外
、
皆
以
束
帛
、
一
品
加
璧
。

復
原
７

諸
百
官
在
職
薨
卒
者
、
当
司
分
番
会
喪
。
其
詔
喪
大
臣
、
一
品
則
鴻

( ) 北宋天聖令による唐喪葬令復原研究の再検討 (稲田)13
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表１ 呉麗娯氏復原唐令排列表
復原唐令 天聖令 唐令拾遺 (補) 養老令 内 容
1 宋１

1
諸陵

先代帝王陵
2 宋２ 一(二四) 先皇陵
3 二(二三) 功臣密戚陪陵
4 宋３ 三(一)

2

皇帝以下挙
哀臨喪吊贈

皇帝以下挙哀
5 宋４ 四(二) 皇帝皇太子臨臣之喪服衰

6
宋10

五(八) 3 在京三品五品以上喪事奏聞遣使吊宋11

宋５
7 六(三) 4 在職薨卒会喪及詔葬示礼制

8
唐１

�賻與官給

皇家諸親喪賻物

宋６9 八(四) 5 百官薨卒賻物
10 補三(二二) 百官薨卒喪葬応官供者上尚書省
11 宋７ 九(五) 6 賻物両給者従多
12 宋８ 諸贈官賻同正官物等
13 宋９ 補一(六) 賜物及粟出所在倉庫

14
唐２

一〇乙(七) 7 使人身喪給殯�調度
宋30

15 宋12 補二(二一) 致仕薨卒吊祭賻物依見任官
16 宋13 七(九)

�服與送葬
器物

以理去職薨卒斂服
17 宋14 一一(一一) 重懸鬲
18 宋15 一二(一二) 銘旌
19 宋16 一三(一三) 8 �車
20 宋17

一四(一四)
引披鐸�挽歌

21 宋18 方相�頭
22 宋19 纛帳
23 一五(一五) 明器

24
唐３

一六(一六) 薨卒送喪吊祭物官借
宋20

25 宋21 一七(一八)

葬制

葬禁石棺槨等
26 宋22 擬諡
27 唐４ 附録(一七) 9 禁京城七里内葬埋
28 唐５ 庶人以上在城有宅入屍柩
29 宋24

一八(一九)
10 百官墓田

30 宋25 墓域門及四隅立土�

31 宋23 一九(二〇) 11 五品已上葬給営墓夫
32 宋26 二〇(二五) 12 立碑碣
33 宋27 二一(二九) 13

其他

身喪戸絶
34 宋28 三年及朞喪不数閏
35 宋29 二二(一〇) 14 暑月給冰
36 宋31 二三(二七) 15 百官終稱薨卒死

宋32
37 宋33 二四(二八) 16 喪葬不能備礼

附

附１

17 附録 服紀

附２
附３
附４
附５
附６
附７
附８
附９
附10

註１ ｢復原唐令｣ 欄の条文番号は､ 呉氏が実際に復原されている復原唐令の番号と一致する｡
註２ ｢天聖令｣ 欄の ｢宋○｣ は天聖令本文の条文番号を､ ｢唐○｣ は不行唐令の条文番号を示す｡ 薄い網掛けは不行唐令を､

濃い網掛けは天聖令の排列を動かしている部分を示す｡
註３ ｢唐令拾遺 (補)｣ 欄では､ 『唐令拾遺』 の条文番号を示し､ 『唐令拾遺補』 の条文番号は ( ) 内に示す｡ ただし ｢補○｣

は 『唐令拾遺補』 で補われた条文である｡
註４ ｢内容｣ 欄は､ 呉氏による復原唐令の内容説明を転記している｡
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表２ 稲田復原唐令排列表
復原唐令 天聖令 唐令拾遺 (補) 養老令 内 容
[1] 宋１

1
王陵

王陵での耕牧樵採の禁止
[2] 宋２ 一(二四) 王陵付近での埋葬禁止
[3] 二(二三) 陪葬
[4] 宋３ 三(一)

皇帝

皇帝・皇太后・皇后・皇太子による挙哀
[5] 宋４ 四(二) 2 皇帝・皇太子の臣下に対する臨喪服

[6] 宋５
3

官人の遭喪・死亡時の奏聞・会哀・監護
六(三) 4

[7] 唐１

賻物

皇家諸親への賻物支給量

[8] 宋６
八(四) 5

賻物の奏聞・支給
補三(二二)

[9] 宋７ 九(五) 6 賻物支給は多きに従う
[10] 宋８ 贈官の賻物・供葬具支給は贈官品に従う
[11] 宋９ 補一(六) 賻物は所在の倉庫から出給する
[12] 宋10 五(八)

雑支給

勅送殯への都城外での贈祭
[13] 宋11 官人の遭喪・死亡時の奏聞手続き
[14] 宋12 補二(二一) 致仕者への弔祭賻物支給と柩送還
[15] 唐２ 一〇乙(七) 7 使人への殯斂調度支給と柩送還
[16] 宋13 七(九)

喪葬儀礼

以理去官者と婦人の斂服
[17] 宋14 一一(一一) 重
[18] 宋15 一二(一二) 銘旌
[19] 宋16 一三(一三)

8
轜車

[20] 宋17
一四(一四)

引・披・鐸・�・挽歌
[21] 宋18 方相・�頭
[22] 宋19 纛
[23] 一五(一五) 明器

[24]
唐３ 一六(一六)

官人と内外命婦への鹵簿貸出
宋20

[25] 宋21 一七(一八) 棺槨
[26] 宋22 贈諡
[27] 宋23 勅葬と官給
[28] 唐４ 附録(一七) 9 京城周辺での埋葬禁止
[29] 唐５ 城内への柩搬入
[30] 宋24

一八(一九)
10 墳墓の規模

[31] 宋25 墳墓の施設
[32] 一九(二〇) 11 営墓夫
[33] 宋26 二〇(二五) 12 碑碣
[34] 宋27 二一(二九) 13

その他

絶戸の財産処分
[35] 宋28 閏月
[36] 宋29 二二(一〇) 14 氷の支給
[37] 宋30 任地で没した官人の柩送還
[38] 宋31 二三(二七) 15 薨・卒・死の区別
[39] 宋32 詔聘官
[40] 宋33 二四(二八) 16 貴賤の備礼

[附]

附１

17 服紀

斬衰三年
附２ 齊衰三年
附３ 齊衰杖朞
附４ 齊衰朞
附５ 齊衰五月
附６ 齊衰三月
附７ 大功九月
附８ 小功五月
附９ �麻三月
附10 三殤

註１ ｢復原唐令｣ 欄の条文番号 [○] は､ 稲田による排列案であり､ 唐令本文の復原案は未作成である｡
註２ ｢天聖令｣ 欄の ｢宋○｣ は天聖令本文の条文番号を､ ｢唐○｣ は不行唐令の条文番号を示す｡ 薄い網掛けは不行唐令を

示す｡
註３ ｢唐令拾遺 (補)｣ 欄では､ 『唐令拾遺』 の条文番号を示し､ 『唐令拾遺補』 の条文番号は ( ) 内に示す｡ ただし ｢補

○｣ は 『唐令拾遺補』 で補われた条文である｡
註４ ｢内容｣ 欄は､ 稲田による天聖令 (または復原唐令) の内容説明である｡
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臚
卿
監
護
喪
事
。
二
品
則
少
卿
、
三
品
丞
一
人
往
、
皆
命
司
儀
令
以
示
礼
制
。

宋
５

諸
内
外
文
武
官
遭
祖
父
母
父
母
喪
、
及
以
理
去
官
或

[

致
仕
？]

身
喪

者
、
並
奏
。
百
官
在
職
薨
卒
者
、
当
司
分
番
会
哀
、
同
設
一
祭
。
其
在
京
薨
卒

応
勅
葬
者
、
鴻
臚
卿
監
護
喪
事
、〈

卿
闕
則
以
它
官
摂
。〉

司
儀
令
示
礼
制
。〈

今

以
太
常
礼
院
礼
直
官
摂
。〉

宋
10

諸
一
品
二
品
喪
、
勅
備
本
品
鹵
簿
送
殯
者
、
以
少
牢
贈
祭
於
都
城
外
、

加
璧
、
束
帛
深
青
三
、
�
二
。

宋
11

諸
五
品
以
上
薨
卒
及
遭
喪
応
合
吊
祭
者
、
在
京
従
本
司
奏
。
在
外
及
無

本
司
者
、
従
所
属
州
府
奏
。

呉
氏
が
ど
の
よ
う
に
復
原
６
・
復
原
７
を
作
成
し
た
の
か
、
呉
氏
自
身
は
詳
し
く

は
解
説
さ
れ
て
い
な
い
の
で

(

�)

、
以
下
で
そ
の
思
考
過
程
を
追
っ
て
み
た
い
。
ま
ず
呉

氏
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
養
老
令
の
対
応
条
文
の
存
在
で
あ
る

(

�)

。

養
３

凡
京
官
三
位
以
上
、
遭
祖
父
母
父
母
及
妻
喪
、
四
位
遭
父
母
喪
、
五
位

以
上
身
喪
、
並
奏
聞
、
遣
使
弔
。〈
殯
斂
之
事
、
並
従
別
式
。〉

養
４

凡
百
官
在
職
薨
卒
、
当
司
分
番
会
喪
。
親
王
及
太
政
大
臣
、
散
一
位
、

治
部
大
輔
監
護
喪
事
。
左
右
大
臣
及
散
二
位
、
治
部
少
輔
監
護
。
三
位
、
治
部

丞
監
護
。
三
位
以
上
及
皇
親
、
皆
土
部
示
礼
制
。〈
内
親
王
、
女
王
及
内
命
婦

亦
准
此
。〉

養
４
は
、
明
ら
か
に
宋
５
の
後
半
部
分
に
対
応
し
て
い
る
が
、『

唐
令
拾
遺

(

補)』

で
は
養
４
の
対
応
条
文
と
し
て
、
拾
遺
六
を
復
原
し
て
い
る
。

拾
遺
六

[

開
七]

諸
詔
喪
大
臣
一
品
、
則
鴻
臚
卿
護
其
喪
事
。
二
品
則
少
卿
、

三
品
丞
一
人
往
、
皆
命
司
儀
示
以
制
。
五
品
已
上
薨
卒
及
三
品
已
上
有
周
已
上

親
喪
者
、
皆
示
其
礼
制
。

そ
こ
で
ま
ず
呉
氏
は
、
宋
５
の
後
半
部
分
を
分
離
し
て
、
拾
遺
六
を
参
考
に
復
原
７

を
作
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
拾
遺
六
で
は
復
原
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

｢

会

喪

(

会
哀)｣

規
定
に
つ
い
て
も
、
養
４
を
根
拠
に
復
原
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
残
っ
た
宋
５
の
前
半
部
分
に
つ
い
て
、
同
じ
く
奏
聞
を
規
定
し
て
い
る

養
３
と
の
対
応
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で

『

唐
令
拾
遺

(

補)』

を
参
照
す
る
と
、

養
３
に
対
応
す
る
唐
令
と
し
て
拾
遺
五
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

拾
遺
五

[

開
七]

[

開
二
五]

諸
京
官
職
事
三
品
已
上
、
散
官
二
品
已
上
、
遭

祖
父
母
父
母
喪
、
京
官
四
品
及
都
督
刺
史
、
並
内
外
職
事
、
若
散
官
、
以
理
去

官
、
五
品
已
上
、
在
京
薨
卒
、
及
五
品
之
官
、
身
死
王
事
者
、
将
葬
、
皆
祭
以

少
牢
。
司
儀
率
斎
郎
、
執
爼
豆
以
往
。
三
品
已
上
贈
以
束
帛
、
一
品
加
乗
馬
。

既
引
、
又
遣
使
贈
於
郭
門
之
外
、
皆
以
束
帛
、
一
品
加
璧
。

拾
遺
五
の
前
半
部
分

(｢

将
葬｣

以
下
の
贈
祭
が
発
生
す
る
条
件)

は
、
確
か
に
養

３
の
前
半
部
分

(

奏
聞
義
務
の
発
生
す
る
条
件)

と
構
造
が
似
て
い
る
。
し
か
し
後

半
の
贈
祭
を
規
定
す
る
部
分
は
、
宋
５
で
は
な
く
宋
10
に
対
応
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
宋
５
と
宋
10
は
、
唐
令
で
は
養
３
に
対
応
す
る
ひ
と
つ
の
条
文
で
あ
っ

た
と
推
測
し
、
拾
遺
五
の
前
半
と
後
半
の
間
に
奏
聞
規
定
を
挿
入
す
る
こ
と
で
、
(a)

規
定
の
対
象

(

養
３
・
拾
遺
五)

、
(b)
奏
聞

(

宋
５
・
養
３)

、
(d)
贈
祭

(

宋
10
・
拾

遺
五)

と
い
う
、
三
つ
の
部
分
か
ら
な
る
一
条
と
し
て
ま
と
め
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
弔
祭
す
べ
き
官
人
の
薨
卒
・
遭
喪
の
奏
聞
方
法
を
規
定
し
た
宋
11
も
、
奏
聞

に
関
す
る
細
則
と
い
う
こ
と
で
、
奏
聞
規
定
に
続
け
て
(c)
註
と
し
て
組
み
入
れ
ら
れ
、

こ
う
し
た
複
雑
な
操
作
の
結
果
、
復
原
６
が
作
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
呉
氏
の
復
原
を
複
雑
に
し
た
一
番
の
原
因
と
も
言
え
る
、『

唐
令
拾

遺
(

補)』

に
提
示
さ
れ
た
拾
遺
五
と
養
３
と
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
、
旧
稿
に

お
い
て
す
で
に
検
討
し
、
そ
の
対
応
を
否
定
し
て
い
る

(

�)

。
上
述
の
よ
う
に
、
条
文
前

半
の
対
象
者
を
定
め
た
部
分
は
確
か
に
似
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
後
半
の
内
容
は
全

く
異
な
っ
て
お
り
、
拾
遺
五
は
贈
祭
、
具
体
的
に
は
遣
奠

(

死
者
に
食
事
を
供
え
る

儀
式)

と
�(
死
者
に
束
帛
等
を
贈
る
儀
式)

に
つ
い
て
、
養
３
は
奏
聞
・
遣
使
弔

に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
呉
氏
の
見
解
に
従
え
ば
、
こ
れ
ら
は
と
も
に
復
原
６
の
一

部
を
抜
き
出
し
た
結
果
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
全
く
性
格
の
異
な
る
こ
れ
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ら
の
内
容
を
一
条
に
ま
と
め
て
立
条
す
る
必
要
性
が
説
明
で
き
な
い
。

旧
稿
で
指
摘
し
た
と
お
り
、
拾
遺
五
と
養
３
の
前
半
部
分
は
、
い
ず
れ
も
対
象
者

を
基
本
的
に
京
官
に
限
定
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
拾
遺
五

が
死
者
へ
の
物
品
支
給
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
の
範
囲
を

京
内
に
留
め
る
理
由
は
理
解
で
き
る
。
し
か
し
唐
で
は
奏
聞
が
京
官
に
限
定
さ
れ
て

い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
一
方
、
日
本
令
で
養
３
が
奏
聞
を
京
官
に
限
定
し
て
い

る
の
は
問
題
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
奏
聞
・
遣
使
弔
を
氏
族
の
有
力
者
に
対

し
て
実
施
す
る
と
い
う
、
従
来
の
伝
統
を
維
持
す
る
た
め
に
創
出
し
た
規
定
で
あ
り
、

日
本
令
を
作
成
す
る
段
階
で
、
拾
遺
五
の
贈
祭
規
定
の
対
象
者
部
分
を
利
用
し
、
養

３
の
奏
聞
規
定
に
つ
な
げ
る
工
夫
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
令
で
は
、
贈
祭

規
定
の
よ
う
な
中
国
の
伝
統
的
で
整
備
さ
れ
た
儀
礼
を
受
容
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て

お
ら
ず
、
拾
遺
五
の
対
応
条
文
を
作
成
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
が
、
京
官
に
限
定

す
る
対
象
者
設
定
に
価
値
を
見
出
し
て
、
こ
れ
を
利
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
、
呉
氏
が
細
則
規
定
と
し
て
復
原
６
に
組
み
入
れ
て
い
る
宋
11
を
見
る

と
、
奏
聞
方
法
に
つ
い
て

｢

京
に
在
ら
ば
本
司
よ
り
奏
せ
。
外
に
在
る
、
及
び
本
司

無
き
は
、
所
属
の
州
府
よ
り
奏
せ｣

と
あ
り
、
奏
聞
を
京
官
に
限
定
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
復
原
６
の
中
で
す
で
に
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、

贈
祭
規
定
の
対
象
者
を
奏
聞
規
定
の
対
象
者
と
し
て
読
み
替
え
る
の
は
不
可
能
で
あ

る
。や

は
り
、
宋
５
・
宋
10
・
宋
11
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
条
と
し
て
復
原
唐
令
を
考
え
る

必
要
が
あ
り
、
そ
の
排
列
も
あ
え
て
天
聖
令
の
排
列
を
動
か
さ
ず
と
も
、
十
分
に
理

解
で
き
よ
う

(

表
２
参
照)

。
宋
３
〜
宋
５
は
、
死
亡
報
告
を
受
け
た
皇
帝
側
の
対

応
に
関
す
る
規
定
が
並
び
、
つ
い
で
唐
１
・
宋
６
〜
宋
９
で
賻
物

(

喪
家
を
助
け
る

た
め
に
お
く
ら
れ
る
品)

に
関
す
る
規
定
が
、
さ
ら
に
宋
10
〜
宋
12
・
唐
２
で
は
、

そ
の
他
の
雑
支
給
に
関
す
る
規
定
が
並
ん
で
い
る
。
宋
10
は
贈
祭
と
い
う
支
給
に
つ

い
て
、
宋
11
は
支
給
の
前
提
と
な
る
奏
聞
方
法
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
あ
り
、

排
列
に
不
自
然
は
な
か
ろ
う
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、
あ
ら
た
め
て
宋
５
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

宋
５

(e)
諸
内
外
文
武
官
遭
祖
父
母
父
母
喪
、
及
以
理
去
官
或

[

致
仕
？]

身

喪
者
、
並
奏
。
(f)
百
官
在
職
薨
卒
者
、
当
司
分
番
会
哀
、
同
設
一
祭
。
(g)
其
在

京
薨
卒
応
勅
葬
者
、
鴻
臚
卿
監
護
喪
事
、〈
卿
闕
則
以
它
官
摂
。〉
司
儀
令
示
礼

制
。〈
今
以
太
常
礼
院
礼
直
官
摂
。〉

(e)
部
分
は
、
奏
聞
義
務
の
発
生
す
る
条
件
を
規
定
し
て
い
る
。｢[

致
仕
？]｣

は

呉
氏
に
よ
る
意
補
で
あ
る
が
、
致
仕
者
に
つ
い
て
は
、
宋
12
に
弔
祭
・
賻
物
は
現
任

官
の
例
に
依
れ
と
の
規
定
が
存
在
す
る
の
で
、
意
補
は
不
要
で
あ
ろ
う
。
旧
稿
で
は
、

『

唐
令
拾
遺

(

補)』

の
復
原
唐
令
に
奏
聞
規
定
が
見
え
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
奏
聞

の
対
象
者
は
拾
遺
三

(

宋
３
に
対
応)

の
挙
哀
の
対
象
者
と
重
な
る
の
で
あ
り
、
奏

聞
を
規
定
す
る
独
立
条
文
は
存
在
し
な
い
と
推
測
し
た

(

�)

。
し
か
し
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
今
回
の
天
聖
令
公
表
に
よ
り
、
宋
５
に
奏
聞
の
対
象
範
囲
、
宋
11
に
奏
聞
の
手

続
き
に
つ
い
て
の
規
定
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
唐
令
に
も
奏

聞
規
定
は
存
在
し
た
と
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(f)
部
分
に
つ
い
て
、
旧
稿
で
は
拾
遺
六
と
養
４
と
を
比
較
し
、
養
４
の

｢

百
官
在

職
薨
卒
当
司
分
番
会
喪｣

は
日
本
独
自
の
規
定
で
あ
っ
て
、
令
制
以
前
の
氏
族
制
的

要
素
を
示
し
て
い
る
と
論
じ
た
が

(

�)

、
今
回
、
宋
５
に
ほ
ぼ
同
文
が
存
在
す
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
そ
も
そ
も

『

慶
元
條
法
事
類』

巻
七
七
服
制
門
に
、｢

諸
命
官
在
職
身

亡
、
聴
於
公
廨
官
	
、
唯
避
庁
事
。
本
司
官
分
番
会
哀
、
同
設
壹
祭｣

と
あ
り
、
す

で
に
池
田
氏
に
よ
っ
て
日
本
令
と
の
関
係
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
を
見
逃
し
て
い
た

の
で
あ
る

(


)

。
こ
の
点
も
修
正
せ
ね
ば
な
ら
な
い

(

補
註
１)

。

２

使
人
へ
の
喪
葬
調
度
支
給

(

宋
30
・
唐
２
―
復
原
14)

養
７
は
、
征
行
に
従
っ
た
官
人
お
よ
び
使
人
が
、
派
遣
先
で
死
亡
し
た
場
合
に
、

殯
斂
調
度
を
支
給
す
る
規
定
で
あ
る
。

養
７

凡
官
人
従
征
従
行
、
及
使
人
所
在
身
喪
、
皆
給
殯
斂
調
度
。
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本
条
に
つ
い
て
旧
稿
で
は
、｢

集
解
諸
説
よ
り
日
本
で
は
本
条
が
拡
大
解
釈
さ
れ
、

外
官
一
般
に
対
し
て
も
支
給
が
行
わ
れ
る
べ
き
と
さ
れ｣

た
と
し
た

(

�)

。
天
聖
令
で
は
、

唐
２
が
使
人
へ
の
殯
斂
調
度
支
給
等
を
規
定
し
て
お
り
、
養
７
と
基
本
的
に
対
応
し

て
い
る
。

唐
２

諸
使
人
所
在
身
喪
、
皆
給
殯
斂
調
度
、
造
輿
、
差
夫
遞
送
至
家
。
其
爵

一
品
、
職
事
及
散
官
五
品
以
上
馬
輿
、
餘
皆
驢
輿
。
有
水
路
処
給
�
、
其
物
並

所
在
公
給
、
仍
申
報
所
遣
之
司
。

一
方
で
、
集
解
諸
説
の
拡
大
解
釈
と
考
え
た
外
官
へ
の
殯
斂
調
度
支
給
に
つ
い
て
、

宋
30
が
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

宋
30

諸
在
任
官
身
喪
、
聴
於
公
廨
内
棺
斂
、
不
得
在
庁
事
。
其
屍
柩
家
属
並

給
公
人
送
還
。
其
川
峡
、
広
南
、
福
建
等
路
死
於
任
者
、
其
家
資
物
色
官
為
検

録
、
選
本
処
人
員
護
送
還
家
。
官
賜
銭
十
千
、
仍
拠
口
給
倉
券
、
到
日
停
支
。

〈
以
理
解
替
後
身
亡
者
、
亦
同
。〉

こ
の
点
に
つ
い
て
呉
氏
は
、
唐
律
疏
義
や
令
集
解
が
外
官
へ
の
支
給
に
関
し
て
議
論

す
る
中
で
は
、
公
使
の
例
に
比
附
さ
れ
た
り
、
雑
令
が
引
用
さ
れ
る
の
み
で
、
宋
30

に
対
応
す
る
外
官
支
給
規
定
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
宋
30
は
唐
令
と
し

て
は
復
原
で
き
な
い
と
論
じ
て
い
る

(

�)

。
私
見
で
も
、
旧
稿
で
の
想
定
と
変
わ
ら
ず
、

外
官
へ
の
殯
斂
調
度
支
給
規
定
と
し
て
の
宋
30
対
応
唐
令
は
、
や
は
り
存
在
し
な
い

と
考
え
る
。

し
か
し
、
宋
30
を
宋
令
で
新
た
に
加
え
ら
れ
た
条
文
と
判
断
し
て
し
ま
う
こ
と
も

で
き
ま
い
。
宋
30
は
、
殯
斂
調
度
支
給
以
外
に
も
、
公
廨
内
で
の
棺
斂
の
許
可
、
柩

の
送
還
な
ど
の
要
素
を
含
ん
で
お
り
、
具
体
的
地
名
を
挙
げ
る
点
な
ど
宋
令
段
階
で

の
大
幅
な
改
変
の
痕
跡
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
唐
令
に
遡
る
要
素
が
存
在
す
る
可
能

性
は
残
る
。
宋
30
に
対
応
す
る
唐
令
が
存
在
し
た
と
す
る
場
合
、
排
列
位
置
は
宋
30

本
来
の
雑
多
な
規
定
が
並
べ
ら
れ
る
中
に
あ
っ
て
も
問
題
な
か
ろ
う
。
唐
２
の
対
応

唐
令
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
宋
11
と
宋
12
に
は
共
通
の
字
句
も
多
く
連
続
す
る
内
容

で
あ
り
、
ま
た
宋
13
以
降
は
喪
葬
儀
礼
の
進
行
に
沿
っ
た
一
連
の
規
定
が
並
ぶ
こ
と

か
ら
、
養
老
令
排
列
を
尊
重
す
る
と
、
宋
９
と
宋
10
の
間
、
ま
た
は
宋
12
と
宋
13
の

間
が
考
え
ら
れ
る
が
、
さ
し
あ
た
り
後
者
を
と
っ
て
お
き
た
い
。

３

勅
葬
と
官
給

(

宋
23
―
復
原
31)

宋
23
は
、
勅
葬
に
際
し
て
必
要
な
物
資
・
労
働
力
を
官
給
す
る
規
定
で
あ
る
。

宋
23

諸
応
宗
室
、
皇
親
及
臣
僚
等
勅
葬
者
、
所
須
及
賜
人
徒
、
並
従
官
給
。

呉
氏
は
本
条
を
、
営
墓
夫
の
支
給
に
関
す
る
拾
遺
一
九

(

養
11)

に
対
応
す
る
と
さ

れ
る
が
、
こ
れ
は
対
応
し
て
い
な
い
。
天
聖
令
に
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
拾
遺

一
九

(

養
11)

に
相
当
す
る
、
勅
葬
か
否
か
に
拘
ら
ず
品
階
に
応
じ
て
営
墓
夫
を
支

給
す
る
規
定
を
、
宋
25
と
宋
26
の
間
に
復
原
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

旧
稿
で
は
、
拾
遺
六
冒
頭
の

｢

詔
喪
大
臣｣

の
語
句
に
注
目
し
、｢

詔
喪｣

に
つ

い
て
検
討
し
た

(

�)

。
そ
こ
で
は

『

宋
史』

礼
志
な
ど
を
参
考
に
、｢

詔
喪｣

と
は

｢

故

人
の
恩
義
に
答
え
る
た
め
、
特
別
に
詔
し
て
勅
使
を
派
遣
し
て
喪
事
を
監
護
し
、
喪

葬
の
費
用
は
官
よ
り
支
給
す
る
こ
と
で
、
故
人
の
身
分
に
合
っ
た

『

礼
を
備
え
る』

こ
と
で
あ
り
、
詔
喪
の
対
象
外
と
な
っ
た
近
臣
・
職
事
官
に
は
、
代
わ
り
に
賻
物
が

支
給
さ
れ
た｣

と
論
じ
た
。
今
回
、
宋
23
規
定
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
勅
葬

(

＝
詔
喪)

の
場
合
に
官
給
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
い
う
事
実
が
確
認
さ

れ
た

(

�)

。
宋
23
の
排
列
位
置
は
、
宋
22
ま
で
の
喪

(

死
亡
か
ら
埋
葬
直
前
ま
で
の
喪
葬
儀
礼

段
階)

規
定
が
終
わ
っ
た
部
分
に
相
当
し
、
そ
こ
に
列
記
さ
れ
た
品
々
を
勅
葬
の
場

合
に
支
給
す
る
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
対
応
唐
令
も
同
箇
所
に
排
列
し
て
問
題
な
か

ろ
う
。

二

唐
令
復
原
の
問
題
点

本
章
で
は
、
条
文
排
列
以
外
の
唐
令
復
原
に
関
す
る
問
題
点
に
つ
い
て
、
個
別
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。
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１

皇
親
へ
の
賻
物
支
給

(

唐
１)

旧
稿
で
は
、
賻
物
支
給
に
関
す
る
養
５
と
拾
遺
八
と
を
比
較
し
て
、
日
本
令
に
存

在
す
る
皇
親
に
関
す
る
規
定
が
復
旧
唐
令
に
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
唐
令
に
は
存
在

し
な
い
皇
親
へ
の
支
給
規
定
を
日
本
令
で
加
え
て
い
る
と
指
摘
し
た

(

�)

。
し
か
し
唐
１

に
よ
っ
て
、
皇
親
へ
の
賻
物
支
給
も
、
官
人
へ
の
支
給
量
を
も
と
に
規
定
し
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
た
。

唐
１

皇
家
諸
親
喪
賻
物
、
皇
帝
本
服
朞
、
準
一
品
。
本
服
大
功
、
准
二
品
。

本
服
小
功
及
皇
太
后
本
服
朞
、
準
三
品
。
皇
帝
本
服
�
麻
、
皇
太
后
本
服
大
功
、

皇
后
本
服
朞
、
皇
太
子
妃
父
母
、
準
正
四
品
。
皇
帝
本
服
袒
免
、
皇
太
后
本
服

小
功
、
皇
后
本
服
大
功
、
皇
太
子
妃
本
服
朞
、
準
従
四
品
。
皇
太
后
本
服
�
麻
、

皇
后
本
服
小
功
、
準
正
五
品
。
皇
后
本
服
�
麻
、
準
従
五
品
。
若
官
爵
高
者
、

従
高
。
無
服
之
殤
、
並
不
給
。
其
準
一
品
給
賻
物
者
、
並
依
職
事
品
。

旧
稿
で
は
あ
わ
せ
て
、
そ
の
他
の
支
給
関
連
条
文
で
も
皇
親
規
定
を
日
本
令
で
新

た
に
加
え
て
い
る
と
論
じ
た
が
、
上
記
の
宋
23
の
勅
葬
・
官
給
規
定
に
よ
り
、
個
々

の
条
文
に
記
載
が
な
く
と
も
、
皇
親
支
給
が
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た

(

た
だ
し
勅
葬
を
前
提
と
す
る
点
で
、
日
本
と
は
待
遇
が
異
な
る)
。
唐
喪
葬
令

は
君
臣
関
係
を
重
視
し
た
規
定
で
あ
っ
て
、
皇
親
規
定
は
存
在
し
な
い
と
考
え
て
い

た
が
、
こ
れ
は
皇
親
に
つ
い
て
集
約
し
て
規
定
し
た
宋
23
対
応
唐
令
が
確
認
で
き
な

か
っ
た
か
ら
に
過
ぎ
ず
、
訂
正
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

２

都
城
付
近
で
の
埋
葬
禁
止

(

唐
４)

都
城
周
辺
や
道
路
側
近
で
の
埋
葬
を
禁
止
す
る
養
９
に
つ
い
て
、
条
文
内
で
使
用

さ
れ
て
い
る
語
句
に
注
目
し
て
分
析
を
お
こ
な
い
、
対
応
唐
令
に
は

｢

皇
都｣

｢

七

里｣
｢

大
路｣

の
語
句
が
使
用
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
と
の
想
定
を
し
た
こ
と
が

あ
る

(

	)

。
今
回
公
表
さ
れ
た
唐
４
で
は
、｢

七
里｣

は
存
在
し
た
も
の
の
、｢

皇
都｣

で

は
な
く

｢

京
城｣

と
記
さ
れ
、
ま
た

｢

大
路｣

は
そ
も
そ
も
道
路
側
近
で
の
埋
葬
禁

止
規
定
が
存
在
し
な
か
っ
た
。

唐
４

諸
去
京
城
七
里
内
、
不
得
葬
埋
。

し
た
が
っ
て
現
状
で
は
、
道
路
側
近
で
の
埋
葬
禁
止
規
定
は
日
本
独
自
の
規
定
で

あ
り
、｢

大
路｣

は
山
陽
道
の
こ
と
で
、
蕃
客
の
往
来
を
意
識
し
た
規
定
で
あ
る
と

の
和
田
萃
氏
の
説
を
妥
当
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う

(


)

。

３

斂
服

(

宋
13)

斂
服
に
関
す
る
規
定
と
し
て
、
拾
遺
七
は

『

唐
六
典』

に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
に

復
原
し
て
い
る
。

拾
遺
七

[

開
七]

[

開
二
五]

諸
百
官
以
理
去
職
、
而
薨
卒
者
、
聴
斂
以
本
官

之
服
。
無
官
者
、
介
�
単
衣
。
婦
人
有
官
品
者
、
亦
以
其
服
斂
。(

応
佩
者
、

皆
用
�
代
玉
。)

と
こ
ろ
で

『

通
典』

巻
八
四
小
斂
に
は
、｢

大
唐
元
陵
儀
注｣

に
続
け
て
次
の
文

章
が
見
え
る
。

其
百
官
以
理
去
職
而
薨
卒
者
、
聴
斂
以
本
官
之
服
。
無
官
者
介
�
単
衣
。
婦
人

有
官
品
、
亦
以
其
服
斂
。〈

応
珮
者
、
皆
用
�
代
玉
、
禁
以
金
玉
珠
宝
而
斂
也
。〉

『

通
典』

同
巻
に

｢

隋
開
皇
初
…
内
不
得
置
金
銀
珠
玉｣

と
あ
る
こ
と
に
注
目
す
れ

ば
、
こ
れ
が

『

唐
六
典』

以
外
を
典
拠
と
し
た
唐
令
逸
文
で
あ
り
、
唐
令
復
原
に

｢

禁
以
金
玉
珠
宝
而
斂
也｣

の
部
分
を
補
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
た
こ
と
が

あ
る

(


)

。
し
か
し
、
拾
遺
七
に
対
応
す
る
宋
13
を
み
る
と
、『

唐
六
典』

と
同
様
に

｢

禁
以

金
玉
珠
宝
而
斂
也｣

の
部
分
は
存
在
し
て
い
な
い
。

宋
13

諸
官
人
以
理
去
官
身
喪
者
、
聴
斂
以
本
官
之
服
。
無
官
者
、
斂
以
時
服
。

婦
人
有
官
品
者
、
亦
以
其
服
斂
。〈
応
珮
者
、
皆
以
鑞
代
玉
。〉

｢

禁
以
金
玉
珠
宝
而
斂
也｣

に
似
た
内
容
は
、
埋
葬
時
の
柩
に
つ
い
て
述
べ
た
宋
21

に
見
え
る
も
の
の
、『

通
典』

や
拾
遺
七
・
宋
13
の
小
斂
時
と
は
儀
礼
段
階
が
異
な
っ

て
い
る
。
あ
る
い
は
埋
葬
時
の
要
素
が

『

通
典』

の
小
斂
記
事
に
紛
れ
込
ん
だ
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
未
詳
で
あ
る
。
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４

そ
の
他

天
聖
令
に
よ
っ
て
全
く
新
た
に
内
容
が
知
ら
れ
た
条
文
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。

・
贈
官
の
賻
物
・
供
葬
具
支
給
は
贈
官
品
に
従
う

(

宋
８)

・
贈
諡

(

宋
22)

・
勅
葬
と
官
給

(
宋
23)

・
閏
月

(

宋
28)

・
任
地
で
没
し
た
官
人
の
柩
送
還

(

宋
30)

・
詔
聘
官

(

宋
32)

・
城
内
へ
の
柩
搬
入

(

唐
５)

一
方
、
唐
令
や
天
聖
令
で
の
存
在
が
推
測
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
天
聖
令
に

(

不
行
唐
令
と
し
て
も)

存
在
し
な
い
条
文
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
。
天
聖
令
編
纂
時
の
遺
漏
、
ま
た
は
天
一
閣
本
に
脱
条
が
あ
る
可
能
性
も
考
慮
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

・
明
器

(

拾
遺
一
五)

…

『

司
馬
氏
書
儀』

に

｢

喪
葬
令｣
と
し
て
引
用
さ
れ
て

お
り
、
天
聖
令
に
存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
る

(
補
註
２)

。

・
陪
葬

(

拾
遺
二)

…

『

唐
会
要』

に

｢

令｣

と
し
て
引
用
さ
れ
て
お
り
、
唐
令

に
存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

・
営
墓
夫

(

拾
遺
一
九)

…
養
老
令
に
対
応
条
文
が
あ
り
、
唐
令
に
存
在
し
た
と

推
測
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
宋
20
と
唐
３
は
、
修
訂
済
宋
令
と
修
訂
前
唐
令
が
と
も
に
残
さ
れ
て
い

る
事
例
か
と
疑
わ
れ
る
。

唐
３

(h)
諸
五
品
以
上
薨
卒
及
葬
、
応
合
吊
祭
者
、
所
須
布
深
衣
�
、
素
三
梁

六
柱
輿
、
皆
官
借
之
。
(i)
其
内
外
命
婦
応
得
鹵
簿
者
、
亦
准
此
。

宋
20

(j)
諸
内
外
命
婦
応
得
鹵
簿
者
、
葬
亦
給
之
。
(k)
〈
官
無
鹵
簿
者
、
及
庶

人
容
車
、
並
以
犢
車
為
之
。〉

両
条
を
見
る
と
、
宋
令
で
(h)
を
削
除
し
、
(i)
を
残
し
て
(j)
と
し
、
(k)
を
付
け
加
え
た

よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
事
例
は
他
に
ま
だ
確
認
で
き
て
お
ら
ず
、
慎
重

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
復
原
唐
令
の
条
文
排
列
を
中
心
に
、
天
聖
令
の
公
表
を
受
け
て
気
付
い
た

点
を
ま
と
め
た
。
排
列
に
関
す
る
私
見
は
表
２
に
ま
と
め
た
も
の
の
、
今
回
は
唐
令

復
原
案
を
示
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
印
象
と
し
て
は
、『

唐
令
拾
遺

(

補)』

に
代

わ
る
よ
う
な
復
原
案
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
ご
く
一
部
で
、
多
く
の
条
文
に
関

し
て
は
宋
令
で
の
修
改
を
経
て
い
る
た
め
、
唐
令
復
原
の
参
考
資
料
と
す
る
に
留
ま

る
で
あ
ろ
う
。

旧
稿
の
唐
令
復
原
に
い
く
つ
か
誤
り
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、

私
見
を
補
強
す
る
事
実
も
確
認
さ
れ
た
。
そ
れ
以
上
に
、
天
聖
令
に
よ
っ
て
新
た
に

多
く
の
喪
葬
令
文
が
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
唐
喪
葬
令
の
全
貌
が
よ
う
や
く
見
え

て
き
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
特
に
喪
葬
令
は
、
令
と
礼
と
の
関
係
が
問
題
と
さ

れ
て
き
た
篇
目
で
も
あ
り
、
こ
う
し
た
点
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
史
料
と
言
え
よ
う
。

一
方
で
、
日
本
古
代
史
研
究
の
一
手
法
と
し
て
の
日
唐
令
比
較
と
い
う
面
か
ら
見

れ
ば
、
喪
葬
令
に
関
し
て
は
、
日
本
令
は
唐
令
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
き
写
し
て
作
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
喪
葬
令
や
仮
寧
令
と
い
っ
た

礼
制
に
関
わ
る
篇
目
独
自
の
傾
向
な
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
日
唐
令
比
較
研
究
と
い

う
手
法
自
体
の
有
効
性
に
つ
い
て
も
、
再
考
す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
だ
ろ
う
。

[

註]

(

１)

仁
井
田
陞

『

唐
令
拾
遺』

(

東
方
文
化
学
院
東
京
研
究
所
、
一
九
三
三
年)

、
仁
井

田
陞
著
・
池
田
温
編
集
代
表

『

唐
令
拾
遺
補』

(

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年)

。

以
下
、
両
書
を
あ
わ
せ
て

『

唐
令
拾
遺

(

補)』

と
記
す
。
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(
２)

戴
建
国

｢

天
一
閣
蔵
明
抄
本
《
官
品
令
》
考｣

(『

宋
代
法
制
初
探』

黒
龍
江
人
民

出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
発
表
一
九
九
九
年)

。

(

３)
『

宋
会
要
輯
稿』

刑
法
一
―
四
。

(

４)

滋
賀
秀
三

｢

法
典
編
纂
の
歴
史｣

(『

中
国
法
制
史
論
集
―
法
典
と
刑
罰』

創
文
社
、

二
〇
〇
三
年)
、
一
一
一
頁
。
黄
正
建

｢

天
一
閣
蔵
《
天
聖
令
》
的
発
現
與
整
理
研
究｣

(『

唐
研
究』

一
二
、
二
〇
〇
六
年)

も
参
照
。

(

５)

天
一
閣
博
物
館
・
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
天
聖
令
整
理
課
題
組
校
証

『

天

一
閣
蔵
明
鈔
本
天
聖
令
校
証

附
唐
令
復
原
研
究』

(

中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年)

。

(

６)

こ
こ
で
の
検
討
を
も
と
に
、
呉
麗
娯

｢

従
《
天
聖
令
》
対
唐
令
的
修
改
看
唐
宋
制

度
之
変
遷
―
《
喪
葬
令
》
研
読
筆
記
三
篇｣

(『

唐
研
究』

一
二
、
二
〇
〇
六
年)

を

発
表
さ
れ
て
い
る
。

(

７)

註(

２)

戴
論
文
参
照
。

(

８)

後
掲
註(

10)

稲
田
Ｂ
論
文
、
二
八
八
頁
。

(

９)

池
田
温

｢

唐
・
日
喪
葬
令
の
一
考
察
―
條
文
排
列
の
相
異
を
中
心
と
し
て
―｣

(『

法
制
史
研
究』

四
五
、
一
九
九
六
年)

。

(

10)

稲
田
Ａ

｢

日
本
古
代
喪
葬
儀
礼
の
特
質
―
喪
葬
令
か
ら
み
た
天
皇
と
氏
―｣

(『

史

学
雑
誌』

一
〇
九
―
九
、
二
〇
〇
〇
年)

、
Ｂ

｢

喪
葬
令
と
礼
の
受
容｣

(

池
田
温
編

『

日
中
律
令
制
の
諸
相』

東
方
書
店
、
二
〇
〇
二
年)

、
Ｃ

｢

喪
葬
令
皇
都
条
の
再
検

討｣
(『

延
喜
式
研
究』

二
二
、
二
〇
〇
六
年)

。

(

11)

呉
氏
に
よ
る
復
原
唐
令
の
本
文
自
体
は
表
に
掲
出
し
な
か
っ
た

(『

天
聖
令
校
証』

参
照)

。
以
下
で
行
論
上
必
要
な
条
文
に
つ
い
て
の
み
引
用
す
る
。

(

12)

註(

９)

池
田
論
文
参
照
。

(

13)

以
下
の
条
文
番
号
は
、
天
聖
令
の
宋
令
は

｢

宋
○｣

、
不
行
唐
令
は

｢

唐
○｣

と
表

記
し
、『

唐
令
拾
遺

(

補)』

の
復
旧
唐
令
は

｢

拾
遺
○｣

(『

唐
令
拾
遺』

の
条
文
番

号
に
よ
る)

、
養
老
令
は

｢

養
○｣

と
表
記
す
る
。
ま
た
呉
氏
に
よ
る
復
原
唐
令
は

｢

復
原
○｣

と
表
記
す
る
。

(

14)

註(

５)
『

天
聖
令
校
証』

、
六
八
〇
〜
六
八
二
頁
。

(

15)

養
老
令
の
引
用
は
、『

日
本
思
想
大
系

律
令』

(

岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年)

に

よ
る
。

(

16)

註(

10)

稲
田
Ａ
論
文
、
第
一
章
。

(

17)

註(

10)

稲
田
Ａ
論
文
、
一
〇
頁
。

(

18)

註(

10)

稲
田
Ａ
論
文
、
一
四
〜
一
五
頁
。

(

19)

註(

９)

池
田
論
文
参
照
。

(

20)

註(

10)

稲
田
Ａ
論
文
、
二
〇
頁
。

(

21)

註(

５)
『

天
聖
令
校
証』

、
六
八
五
〜
六
八
六
頁
。

(

22)

註(

10)

稲
田
Ａ
論
文
、
第
二
章
。

(

23)

註(

６)

呉
論
文
に
お
い
て
も
、｢

従
詔
葬
到
勅
葬｣

の
一
章
を
立
て
て
検
討
さ
れ
て

い
る
。

(

24)

註(

10)

稲
田
Ａ
論
文
、
一
一
〜
一
二
頁
。

(

25)

註(

10)

稲
田
Ｃ
論
文
。

(

26)

和
田
萃

｢

東
ア
ジ
ア
の
古
代
都
城
と
葬
地
―
喪
葬
令
皇
都
条
に
関
連
し
て
―｣

(『

日
本
古
代
の
儀
礼
と
祭
祀
・
信
仰』

上
、
塙
書
房
、
一
九
九
五
年
。
初
発
表
一
九

七
六
年)

。

(

27)

金
子
修
一
・
江
川
式
部
・
稲
田
奈
津
子
・
金
子
由
紀

｢

大
唐
元
陵
儀
注
試
釈

(

一)｣

(『

山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
紀
要』

第
三
巻
二
号
、
二
〇
〇
二
年)

。

(

補
註
１)

本
稿
校
正
中
に
、
呉
麗
娯
氏
の
新
稿

｢

唐
朝
的
《
喪
葬
令
》
與
唐
五
代
喪
葬

法
式｣

(『

文
史』

八
〇
、
二
〇
〇
七
年)

に
接
し
た
。
こ
の
な
か
で
呉
氏
は
唐
令
復

原
案
に
つ
い
て
の
補
考
を
お
こ
な
わ
れ
、
復
原
６
の

｢

並
奏
聞｣

の
下
に

｢

遣
使
弔｣

を
補
う
べ
き
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る

(

九
一
〜
九
二
頁)

。
本
稿
で
論
じ
た
よ
う
に

呉
氏
の
復
原
６
自
体
に
は
問
題
点
が
多
い
が
、
宋
５
に
対
応
す
る
唐
令
に

｢

遣
使
弔｣

の
語
句
が
存
在
し
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

(
補
註
２)

呉
麗
娯

｢

唐
朝
的
《
喪
葬
令
》
與
唐
五
代
喪
葬
法
式｣

に
お
い
て
も
、『

司
馬

氏
書
儀』

お
よ
び

『

唐
会
要』

巻
三
八

｢

葬｣

所
載
太
極
元
年
六
月
唐
紹
上
疏
に
よ

り
、
唐
令
・
宋
令
と
も
に
明
器
に
関
す
る
規
定
が
存
在
し
た
と
し
て
、
復
原
条
文
案

を
提
示
さ
れ
て
い
る

(

九
二
〜
九
三
頁)

。

[

付
記]

本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金

(

若
手
研
究
Ｂ

｢

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
律
令
制
儀

礼
の
構
造
と
展
開｣)

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

( ) 北宋天聖令による唐喪葬令復原研究の再検討 (稲田)21
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表
３

天
聖
令
・
唐
令
拾
遺

(

補)

・
養
老
令
対
照
表
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復
原
唐
令

天

聖

令

唐
令
拾
遺

(

補)

養

老

令

喪
葬
令
巻
第
二
十
九
〈
喪
服
年
月
附
〉

喪
葬
令
第
廿
六

凡
壱
拾
�
条

[1]

宋
１

先
代
帝
王
陵
、
並
不
得
耕
牧
樵
採
。

[2]

宋
２

先
皇
陵
、
去
陵
一
里
内
不
得
葬
埋
。

一

[

開
七]

諸
諸
陵
、
皆
置
留
守
。
領
甲
士
、
與
陵
令
、
相
知
巡
警

左
右
。
兆
域
内
、
禁
人
無
得
葬
埋
。
古
墳
則
不
毀
。

養
１

凡
先
皇
陵
、
置
陵
戸
令
守
。
非
陵
戸
令
守
者
、
十
年
一
替
。

兆
域
内
、
不
得
葬
埋
及
耕
牧
樵
採
。

[3]

二

[

開
三]

[

開
七]

諸
功
臣
密
戚
、
請
陪
陵
葬
者
聴
之
。
以
文
武

分
為
左
右
而
列
。(

墳
高
四
丈
以
下
三
丈
以
上
。)

若
父
祖
陪
陵
、
子

孫
従
葬
者
亦
如
之
。(

若
宮
人
陪
葬
、
則
陵
戸
為
之
成
墳
。)

[4]

宋
３

皇
帝
皇
太
后
皇
后
皇
太
子
為
五
服
之
内
皇
親
挙
哀
、
本
服
期

者
、
三
朝
哭
而
止
。
大
功
者
、
其
日
朝
�
哭
而
止
。
小
功
以
下
及
皇

帝
為
内
命
婦
二
品
以
上
、
百
官
職
事
二
品
以
上
喪
、
官
一
品
喪
、
皇

太
后
皇
后
為
内
命
婦
二
品
以
上
喪
、
皇
太
子
為
三
師
三
少
及
宮
臣
三

品
以
上
喪
、
並
一
挙
哀
而
止
。〈
其
挙
哀
皆
素
服
。
皇
帝
挙
哀
日
、

内
教
坊
及
太
常
並
停
音
楽
。〉

三

[

開
七]
[

開
二
五]

皇
帝
皇
太
后
皇
后
皇
太
子
為
五
服
之
親
挙

哀
。
本
服
周
者
、
三
朝
哭
而
止
。
大
功
者
、
其
日
朝
�
哭
而
止
。
小

功
已
下
及
皇
帝
為
内
命
婦
二
品
已
上
者
、
百
官
執
事
二
品
以
上
及
散

官
一
品
喪
、
皇
太
后
皇
后
為
内
命
婦
三
品
已
上
喪
、
皇
太
子
為
三
師

三
少
及
宮
臣
三
品
已
上
、
並
一
挙
哀
而
止
。(

其
挙
哀
者
皆
素
服
。

皇
帝
挙
哀
之
日
、
内
教
及
太
常
並
停
楽
。)

[5]

宋
４

皇
帝
臨
臣
之
喪
、
一
品
服
錫
衰
、
三
品
以
上
�
衰
、
四
品
以

下
疑
衰
。
皇
太
子
臨
吊
三
師
三
少
則
錫
衰
、
宮
臣
四
品
以
上
�
衰
、

五
品
以
下
疑
衰
。

四

[

開
七]

皇
帝
臨
臣
之
喪
、
一
品
服
錫
�
、
三
品
已
上
�
�
、
四

品
已
下
疑
�
。
皇
太
子
臨
弔
三
師
三
少
則
錫
�
、
宮
臣
四
品
已
上
�

�
、
五
品
已
下
疑
�
。

養
２

凡
天
皇
、
為
本
服
二
等
以
上
親
喪
、
服
錫
紵
。
為
三
等
以
下

及
諸
臣
之
喪
、
除
帛
衣
外
、
通
用
雑
色
。

[6]

宋
５

諸
内
外
文
武
官
遭
祖
父
母
父
母
喪
、
及
以
理
去
官
或
身
喪
者
、

並
奏
。
百
官
在
職
薨
卒
者
、
当
司
分
番
会
哀
、
同
設
一
祭
。
其
在
京

薨
卒
応
勅
葬
者
、
鴻
臚
卿
監
護
喪
事
、〈
卿
闕
則
以
它
官
摂
。〉
司
儀

令
示
礼
制
。〈
今
以
太
常
礼
院
礼
直
官
摂
。〉

養
３

凡
京
官
三
位
以
上
、
遭
祖
父
母
父
母
及
妻
喪
、
四
位
遭
父
母

喪
、
五
位
以
上
身
喪
、
並
奏
聞
、
遣
使
弔
。〈
殯
斂
之
事
、
並
従
別

式
。〉

六

[

開
七]

諸
詔
喪
大
臣
一
品
、
則
鴻
臚
卿
護
其
喪
事
。
二
品
則
少

卿
、
三
品
丞
一
人
往
、
皆
命
司
儀
示
以
制
。
五
品
已
上
薨
卒
及
三
品

已
上
有
周
已
上
親
喪
者
、
皆
示
其
礼
制
。

養
４

凡
百
官
在
職
薨
卒
、
当
司
分
番
会
喪
。
親
王
及
太
政
大
臣
、

散
一
位
、
治
部
大
輔
監
護
喪
事
。
左
右
大
臣
及
散
二
位
、
治
部
少
輔

監
護
。
三
位
、
治
部
丞
監
護
。
三
位
以
上
及
皇
親
、
皆
土
部
示
礼
制
。

〈
内
親
王
、
女
王
及
内
命
婦
亦
准
此
。〉

[7]

唐
１

皇
家
諸
親
喪
賻
物
、
皇
帝
本
服
朞
、
準
一
品
。
本
服
大
功
、

准
二
品
。
本
服
小
功
及
皇
太
后
本
服
朞
、
準
三
品
。
皇
帝
本
服
�
麻
、

皇
太
后
本
服
大
功
、
皇
后
本
服
朞
、
皇
太
子
妃
父
母
、
準
正
四
品
。

皇
帝
本
服
袒
免
、
皇
太
后
本
服
小
功
、
皇
后
本
服
大
功
、
皇
太
子
妃

本
服
朞
、
準
従
四
品
。
皇
太
后
本
服
�
麻
、
皇
后
本
服
小
功
、
準
正

五
品
。
皇
后
本
服
�
麻
、
準
従
五
品
。
若
官
爵
高
者
、
従
高
。
無
服

之
殤
、
並
不
給
。
其
準
一
品
給
賻
物
者
、
並
依
職
事
品
。
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八

[

開
七]

[

開
二
五]

諸
職
事
官
薨
卒
、
文
武
一
品
賻
物
二
百
段
、

粟
二
百
石
。
二
品
物
一
百
五
十
段
、
粟
一
百
五
十
石
。
三
品
物
百
段
、

粟
百
石
。
正
四
品
物
七
十
段
、
粟
七
十
石
。
従
四
品
物
六
十
段
、
粟

六
十
石
。
正
五
品
物
五
十
段
、
粟
五
十
石
。
従
五
品
物
四
十
段
、
粟

四
十
石
。
正
六
品
物
三
十
段
。
従
六
品
物
二
十
六
段
。
正
七
品
物
二

十
二
段
。
従
七
品
物
十
八
段
。
正
八
品
物
十
六
段
。
従
八
品
物
十
四

段
。
正
九
品
物
十
二
段
。
従
九
品
物
十
段
。(

行
守
者
従
高
。)

王
及

二
王
後
、
若
散
官
、
及
以
理
去
官
三
品
以
上
、
全
給
。
五
品
以
上
給

半
。
若
身
没
王
事
、
並
依
職
事
品
給
。
其
別
勅
賜
物
者
、
不
在
折
限
。

養
５

凡
職
事
官
薨
卒
、
賻
物
、
正
従
一
位
、
�
卅
疋
、
布
一
百
廿

端
、
鉄
十
連
。
正
従
二
位
、
�
廿
五
疋
、
布
一
百
端
、
鉄
八
連
。
正

従
三
位
、
�
廿
二
疋
、
布
八
十
八
端
、
鉄
六
連
。
正
四
位
、
�
十
六

疋
、
布
六
十
四
端
、
鉄
三
連
。
従
四
位
、
�
十
四
疋
、
布
五
十
六
端
、

鉄
三
連
。
正
五
位
、
�
十
一
疋
、
布
四
十
四
端
、
鉄
二
連
。
従
五
位
、

�
十
疋
、
布
四
十
端
、
鉄
二
連
。
六
位
、
�
四
疋
、
布
十
六
端
。
七

位
、
�
三
疋
、
布
十
二
端
。
八
位
、
�
二
疋
、
布
八
端
。
初
位
、
�

一
疋
、
布
四
端
。
皆
依
本
位
給
。
其
散
位
三
位
以
上
、
三
分
給
二
。

五
位
以
上
給
半
。
太
政
大
臣
、
�
五
十
疋
、
布
二
百
端
、
鉄
十
五
連
。

親
王
及
左
右
大
臣
、
准
一
位
。
大
納
言
准
二
位
。
若
身
死
王
事
、
皆

依
職
事
例
。
其
別
勅
賜
物
者
、
不
拘
此
令
。
其
無
位
皇
親
、
准
従
五

位
、
三
分
給
二
。〈
女
亦
准
此
。〉
減
数
不
等
、
従
多
給
。

[8]

宋
６

諸
宗
室
、
内
外
皇
親
、
文
武
官
薨
卒
、
及
家
有
親
属
之
喪
、

合
賜
賻
物
者
、
皆
鴻
臚
寺
具
官
名
聞
奏
、
物
数
多
少
、
聴
旨
随
給
。

補
三

[

開
七]

其
百
官
薨
卒
、
喪
事
及
葬
、
応
以
官
供
者
、
皆
所
司

及
本
属
、
上
于
尚
書
省
。
尚
書
省
乃
下
寺
。
寺
下
司
儀
。
司
儀
準
品

而
料
、
上
於
寺
。

[9]

宋
７

諸
賻
物
両
応
給
者
、
従
多
給
。

九

[

開
七]

[

開
二
五]

諸
賻
物
応
両
合
給
者
、
従
多
給
。

養
６

凡
賻
物
両
応
合
給
者
、
従
多
給
。

[10]

宋
８

諸
贈
官
者
、
賻
物
及
供
葬
所
須
、
並
依
贈
官
品
給
。
若
賻
後

得
贈
者
、
不
合
更
給
。

[11]

宋
９

諸
賻
物
及
粟
、
皆
出
所
在
倉
庫
、
得
旨
則
給
。

補
一

[

開
二
五]

諸
賻
物
及
粟
、
皆
出
所
在
倉
庫
。
服
終
則
不
給
。

[12]

宋
10

諸
一
品
二
品
喪
、
勅
備
本
品
鹵
簿
送
殯
者
、
以
少
牢
贈
祭
於

都
城
外
、
加
璧
、
束
帛
深
青
三
、
�
二
。

五
[

開
七]

[

開
二
五]

諸
京
官
職
事
三
品
已
上
、
散
官
二
品
已
上
、

遭
祖
父
母
父
母
喪
、
京
官
四
品
及
都
督
刺
史
、
並
内
外
職
事
、
若
散

官
、
以
理
去
官
、
五
品
已
上
、
在
京
薨
卒
、
及
五
品
之
官
、
身
死
王

事
者
、
将
葬
、
皆
祭
以
少
牢
。
司
儀
率
斎
郎
、
執
爼
豆
以
往
。
三
品

已
上
贈
以
束
帛
、
一
品
加
乗
馬
。
既
引
、
又
遣
使
贈
於
郭
門
之
外
、

皆
以
束
帛
、
一
品
加
璧
。

[13]

宋
11

諸
五
品
以
上
薨
卒
及
遭
喪
応
合
吊
祭
者
、
在
京
従
本
司
奏
。

在
外
及
無
本
司
者
、
従
所
属
州
府
奏
。

[14]

宋
12

諸
文
武
職
事
五
品
以
上
官
致
仕
薨
卒
者
、
其
吊
祭
賻
物
並
依

見
任
官
例
。
其
於
任
所
致
仕
未
還
而
薨
卒
者
、
仍
量
給
手
力
、
送
還

本
貫
。

補
二

[

開
七]

凡
以
理
去
官
、
及
散
官
三
品
已
上
、
與
見
任
職
事
同
。

其
五
品
以
上
、
減
見
任
職
事
之
半
。
致
仕
者
同
見
任
。

[15]

唐
２

諸
使
人
所
在
身
喪
、
皆
給
殯
斂
調
度
、
造
輿
、
差
夫
遞
送
至

家
。
其
爵
一
品
、
職
事
及
散
官
五
品
以
上
馬
輿
、
餘
皆
驢
輿
。
有
水

路
処
給
�
、
其
物
並
所
在
公
給
、
仍
申
報
所
遣
之
司
。

一
〇
乙

[

開
二
五]

諸
従
征
及
従
行
、
使
人
所
在
身
喪
、
皆
給
殯
�

調
度
、
遞
送
至
家
。

養
７

凡
官
人
従
征
従
行
、
及
使
人
所
在
身
喪
、
皆
給
殯
斂
調
度
。
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[16]

宋
13

諸
官
人
以
理
去
官
身
喪
者
、
聴
斂
以
本
官
之
服
。
無
官
者
、

斂
以
時
服
。
婦
人
有
官
品
者
、
亦
以
其
服
斂
。〈
応
珮
者
、
皆
以
鑞

代
玉
。〉

七

[

開
七]

[

開
二
五]

諸
百
官
以
理
去
職
、
而
薨
卒
者
、
聴
斂
以

本
官
之
服
。
無
官
者
、
介
�
単
衣
。
婦
人
有
官
品
者
、
亦
以
其
服
斂
。

(

応
佩
者
、
皆
用
�
代
玉
。)

[17]

宋
14

諸
重
、
一
品
挂
鬲
六
、
五
品
以
上
四
、
六
品
以
下
二
。

一
一

[

開
七]

諸
重
、
一
品
縣
鬲
六
、
五
品
以
上
四
、
六
品
已
下
二
。

[18]

宋
15

諸
銘
旌
、
三
品
以
上
長
九
尺
、
五
品
以
上
長
八
尺
、
六
品
以

下
長
七
尺
、
皆
書
某
官
封
姓
名
之
柩
。

一
二

[

開
七]

[

開
二
五]

諸
銘
旌
、
三
品
已
上
長
九
尺
、
五
品
已

上
長
八
尺
、
六
品
已
下
長
七
尺
。
皆
書
云
某
官
封
姓
名
之
柩
。

[19]

宋
16

諸
�
車
、
三
品
以
上
油
�
、
朱
絲
絡
網
、
施
�
、
両
廂
画
龍
、

�
竿
諸
末
垂
六
旒
蘇
。
七
品
以
上
油
�
、
施
�
、
両
廂
画
雲
気
、
垂

四
旒
蘇
。
九
品
以
上
無
旒
蘇
。〈
男
子
�
�
旒
蘇
皆
用
素
、
婦
人
皆

用
綵
。〉
庶
人
�
甲
車
、
無
�
�
画
飾
。

一
三

[

開
七]

[

開
二
五]

諸
�
車
、
三
品
已
上
油
�
、
朱
絲
絡
網
、

施
�
、
両
廂
画
龍
、
�
竿
諸
末
垂
六
旒
蘇
。
七
品
已
上
油
�
、
施
�
、

両
廂
画
雲
気
、
四
旒
蘇
。
八
品
已
下
無
旒
蘇
。
男
子
�
、
�
、
旒
蘇
、

皆
用
素
。
婦
人
皆
用
綵
。
庶
人
鼈
甲
車
、
無
�
、
�
、
画
飾
。

養
８

凡
親
王
一
品
、
方
相
轜
車
各
一
具
、
鼓
一
百
面
、
大
角
五
十

口
、
小
角
一
百
口
、
幡
四
百
竿
、
金
鉦
鐃
鼓
各
二
面
、
楯
七
枚
、
発

喪
三
日
。
二
品
、
鼓
八
十
面
、
大
角
四
十
口
、
小
角
八
十
口
、
幡
三

百
五
十
竿
。
三
品
四
品
、
鼓
六
十
面
、
大
角
卅
口
、
小
角
六
十
口
、

幡
三
百
竿
、
其
轜
車
鐃
鼓
楯
鉦
及
発
喪
日
、
並
准
一
品
。
諸
臣
一
位

及
左
右
大
臣
、
皆
准
二
品
。
二
位
及
大
納
言
、
准
三
品
。
唯
除
楯
車
。

三
位
、
轜
一
具
、
鼓
四
十
面
、
大
角
廿
口
、
小
角
四
十
口
、
幡
二
百

竿
、
金
鉦
鐃
鼓
各
一
面
、
発
喪
一
日
。
太
政
大
臣
、
方
相
轜
車
各
一

具
、
鼓
一
百
四
十
面
、
大
角
七
十
口
、
小
角
一
百
四
十
口
、
幡
五
百

竿
、
金
鉦
鐃
鼓
各
四
面
、
楯
九
枚
、
発
喪
五
日
。
以
外
葬
具
及
遊
部
、

並
従
別
式
。
五
位
以
上
及
親
王
、
並
借
轜
具
及
帷
帳
。
若
欲
私
備
者

聴
。〈
女
亦
准
此
。〉

[20]

宋
17

諸
引
披
鐸
�
挽
歌
、
三
品
以
上
四
引
四
披
六
鐸
〈
有
挽
歌
者
、

鐸
依
歌
人
数
。
以
下
准
此
。〉
六
�
、
挽
歌
六
行
三
十
六
人
。
四
品

二
引
二
披
四
鐸
四
�
、
挽
歌
四
行
十
六
人
。
五
品
六
品
〈
謂
升
朝
者
、

皆
准
此
。〉
挽
歌
八
人
。
七
品
八
品
〈
謂
非
升
朝
者
。〉
挽
歌
六
人
。

九
品
挽
歌
四
人
。〈
検
校
試
官
同
真
品
。〉
其
持
引
披
者
、
皆
布
�
布

深
衣
、
挽
歌
者
、
白
練
�
白
練
	
衣
、
並
鞋
襪
、
執
鐸


。

一
四

[

開
七]

三
品
已
上
四
引
四
披
六
鐸
六
�
、
挽
歌
六
行
三
十
六

人
。
有
挽
歌
者
、
鐸
依
歌
人
数
、
已
下
準
此
。
五
品
已
上
二
引
二
披

四
鐸
四
�
、
挽
歌
四
行
十
六
人
。
九
品
已
上
二
鐸
二
�
。
其
執
引
披

者
、
皆
布
�
布
深
衣
。
挽
歌
者
、
白
練
�
白
	
衣
、
皆
執
鐸
披
。

[21]

宋
18

諸
四
品
以
上
用
方
相
、
七
品
以
上
用
�
頭
。〈
方
相
四
目
、

�
頭
両
目
、
並
深
青
衣
朱
裳
、
執
戈
揚
盾
、
載
於
車
。〉

一
四

[

開
七]

其
方
相
四
目
、
五
品
已
上
用
之
。
�
頭
両
目
、
七
品

已
上
用
之
。
並
玄
衣
朱
裳
、
執
戈
楯
、
載
於
車
。

[22]

宋
19

諸
纛
、
五
品
以
上
、
其
竿
長
九
尺
。
以
下
、
五
尺
以
上
。

一
四

[

開
七]

其
纛
、
五
品
已
上
竿
長
九
尺
、
六
品
已
下
五
尺
。
其

下
帳
、
五
品
已
上
用
素
�
、
六
品
已
下
用
練
、
婦
人
用
綵
。

[23]

一
五

[
唐]

諸
明
器
、
三
品
以
上
不
得
過
九
十
事
、
五
品
以
上
六
十

事
、
九
品
以
上
四
十
事
。
四
神
駝
馬
及
人
、
不
得
過
一
尺
。
餘
音
楽

鹵
簿
等
、
不
過
七
寸
。
三
品
以
上
、
帳
高
六
尺
方
五
尺
、
女
子
等
不

過
三
十
人
、
長
八
寸
、
園
宅
方
五
尺
、
奴
婢
等
不
過
二
十
人
、
長
四

寸
。
五
品
以
上
、
帳
高
五
尺
五
寸
、
方
四
尺
五
寸
、
音
声
僕
従
二
十

五
人
、
長
七
寸
五
分
、
園
宅
方
四
尺
、
奴
婢
等
十
六
人
、
長
三
寸
。

六
品
以
下
、
帳
高
五
尺
方
四
尺
、
音
声
僕
従
二
十
人
、
長
七
寸
、
園

宅
方
三
尺
、
奴
婢
十
二
人
、
長
二
寸
。
若
三
品
以
上
優
厚
料
、
則
有

三
梁
帳
、
蛟


帳
。
婦
人
洗
梳
帳
、
並
準
此
。

[24]

唐
３

諸
五
品
以
上
薨
卒
及
葬
、
応
合
吊
祭
者
、
所
須
布
深
衣
�
、

素
三
梁
六
柱
輿
、
皆
官
借
之
。
其
内
外
命
婦
応
得
鹵
簿
者
、
亦
准
此
。

一
六

[

開
七]

[

開
二
五]

諸
五
品
已
上
薨
卒
及
葬
、
合
弔
祭
者
、

応
須
布
深
衣
�
素
、
三
梁
六
柱
�
、
皆
官
借
之
。
其
内
外
命
婦
応
得

鹵
簿
者
、
亦
如
之
。

宋
20

諸
内
外
命
婦
応
得
鹵
簿
者
、
葬
亦
給
之
。〈
官
無
鹵
簿
者
、

及
庶
人
容
車
、
並
以
犢
車
為
之
。〉

Ⓒ2008 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo) 
    The University of Tokyo
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[25]

宋
21

諸
葬
、
不
得
以
石
為
棺
槨
及
石
室
。
其
棺
槨
皆
不
得
雕
鏤
彩

画
、
施
方
�
欄
檻
、
棺
内
又
不
得
有
金
宝
珠
玉
。

一
七

[

開
七]

[

開
二
五]

諸
葬
、
不
得
以
石
為
棺
槨
及
石
室
。
其

棺
槨
皆
不
得
雕
鏤
彩
画
、
施
戸
�
欄
檻
。
棺
内
又
不
得
有
金
宝
珠
玉
。

[26]

宋
22

諸
諡
、
王
公
及
職
事
官
三
品
以
上
、
録
行
状
申
省
、
考
功
勘

校
、
下
太
常
礼
院
擬
訖
、
申
省
、
議
定
奏
聞
。〈
贈
官
亦
准
此
。〉
無

爵
者
称
子
。
若
蘊
徳
丘
園
、
声
実
明
著
、
雖
無
官
爵
、
亦
奏
錫
諡
曰

先
生
。

[27]

宋
23

諸
応
宗
室
、
皇
親
及
臣
僚
等
勅
葬
者
、
所
須
及
賜
人
徒
、
並

従
官
給
。

[28]

唐
４

諸
去
京
城
七
里
内
、
不
得
葬
埋
。

(

附
録)

[

隋
開
皇
令]

在
京
師
葬
者
、
去
城
七
里
外
。

養
９

凡
皇
都
及
道
路
側
近
、
並
不
得
葬
埋
。

[29]

唐
５

諸
庶
人
以
上
在
城
有
宅
、
将
屍
柩
入
者
、
皆
聴
之
。

[30]

宋
24

諸
墓
田
、
一
品
方
九
十
歩
、
墳
高
一
丈
八
尺
。
二
品
方
八
十

歩
、
墳
高
一
丈
六
尺
。
三
品
方
七
十
歩
、
墳
高
一
丈
四
尺
。
四
品
方

六
十
歩
、
墳
高
一
丈
二
尺
。
五
品
方
五
十
歩
、
墳
高
一
丈
。
六
品
以

下
並
方
二
十
歩
、
墳
高
不
得
過
八
尺
。
其
葬
地
欲
博
買
者
、
聴
之
。

一
八

[

開
七]
[

開
二
五]

諸
百
官
葬
、
墓
田
、
一
品
方
九
十
歩
、

墳
高
一
丈
八
尺
。
二
品
方
八
十
歩
、
墳
高
一
丈
六
尺
。
三
品
方
七
十

歩
、
墳
高
一
丈
四
尺
。
四
品
方
六
十
歩
、
墳
高
一
丈
二
尺
。
五
品
方

五
十
歩
、
墳
高
一
丈
。
六
品
以
下
方
二
十
歩
、
墳
不
得
過
八
尺
。

養
10

凡
三
位
以
上
及
別
祖
氏
宗
、
並
得
営
墓
。
以
外
不
合
。
雖
得

営
墓
、
若
欲
大
蔵
者
聴
。

[31]

宋
25

諸
墓
域
門
及
四
隅
、
三
品
以
上
築
闕
、
五
品
以
上
立
土
�
、

餘
皆
封
塋
而
已
。

一
八

[

開
七]

[

開
二
五]

其
域
及
四
隅
、
四
品
以
上
築
闕
、
五
品

以
上
立
土
�
。
餘
皆
封
塋
而
已
。

[32]

一
九

[

開
七]

諸
職
事
官
五
品
已
上
葬
者
、
皆
給
営
墓
夫
。(

一
品

百
人
、
毎
品
以
二
十
人
為
差
。
五
品
二
十
人
。
皆
役
功
十
日
。)

養
11

凡
皇
親
及
五
位
以
上
喪
者
、
並
臨
時
量
給
送
葬
夫
。

[33]

宋
26

諸
碑
碣
、〈
其
文
皆
須
実
録
、
不
得
濫
有
褒
飾
。〉
五
品
以
上

立
碑
、
�
首
亀
趺
、
趺
上
高
不
得
過
九
尺
。
七
品
以
上
立
碣
、
圭
首

方
趺
、
趺
上
高
四
尺
。
若
隠
淪
道
素
、
孝
義
著
聞
者
、
雖
無
官
品
、

亦
得
立
碣
。
其
石
獣
、
三
品
以
上
六
、
五
品
以
上
四
。

二
〇

[

開
七]

[

開
二
五]

諸
碑
碣
、
其
文
須
実
録
、
不
得
濫
有
褒

飾
。
五
品
以
上
立
碑
、
�
首
亀
趺
、
趺
上
高
不
得
過
九
尺
。
七
品
以

上
立
碣
、
圭
首
方
趺
、
趺
上
高
四
尺
。
若
隠
淪
道
素
、
孝
義
著
聞
、

雖
不
仕
亦
立
碣
。
石
人
石
獣
之
類
、
三
品
以
上
六
、
五
品
以
上
四
。

諸
贈
官
、
得
同
正
官
之
制
。

養
12

凡
墓
皆
立
碑
、
記
具
官
姓
名
之
墓
。

[34]

宋
27

諸
身
喪
戸
絶
者
、
所
有
部
曲
客
女
奴
婢
宅
店
資
財
、
令
近
親

〈
親
依
本
服
、
不
以
出
降
。〉
転
易
貨
売
、
将
営
葬
事
及
量
営
功
徳

之
外
、
餘
財
並
與
女
。〈
戸
雖
同
、
資
財
先
別
者
、
亦
准
此
。〉
無
女

均
入
以
次
近
親
。
無
親
戚
者
、
官
為
検
校
。
若
亡
人
在
日
、
自
有
遺

嘱
処
分
、
證
験
分
明
者
、
不
用
此
令
。
即
別
勅
有
制
者
、
従
別
勅
。

二
一[

開
二
五]

諸
身
喪
戸
絶
者
、
所
有
部
曲
客
女
奴
婢
店
宅
資
財
、

並
令
近
親

(

親
依
本
服
、
不
以
出
降
。)

転
易
貨
売
、
将
営
葬
事
、

及
量
営
功
徳
之
外
、
餘
財
並
與
女
。(

戸
雖
同
、
資
財
先
別
者
、
亦

准
此
。)

無
女
均
入
以
次
近
親
。
無
親
戚
者
、
官
為
検
校
。
若
亡
人

存
日
、
自
有
遺
嘱
処
分
、
證
験
分
明
者
、
不
用
此
令
。

養
13

凡
身
喪
戸
絶
無
親
者
、
所
有
家
人
奴
婢
及
宅
資
、
四
隣
五
保

共
為
検
校
、
財
物
営
尽
功
徳
。
其
家
人
奴
婢
者
、
放
為
良
人
。
若
亡

人
存
日
処
分
、
證
験
分
明
者
、
不
用
此
令
。

[35]

宋
28

諸
三
年
及
朞
喪
不
数
閏
、
大
功
以
下
数
之
。
以
閏
月
亡
者
、

祥
及
忌
日
、
皆
以
閏
所
附
之
月
為
正
。

[36]

宋
29

諸
職
事
官
三
品
以
上
、
暑
月
薨
者
、
給
氷
。

二
二

[

開
二
五]

諸
職
事
官
三
品
以
上
、
散
官
二
品
以
上
、
暑
月
薨

者
、
給
冰
。

養
14

凡
親
王
及
三
位
以
上
、
暑
月
薨
者
、
給
氷
。

Ⓒ2008 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo) 
    The University of Tokyo



註
１

｢

復
原
唐
令｣

欄
の
○

[]

は
、
稲
田
の
排
列
案
に
よ
る
条
文
番
号
で
あ
り
、
唐
令
本
文
の
復
原
案
は
未
作
成
で
あ
る
。

註
２

｢

天
聖
令｣

欄
の

｢

宋
○｣

は
天
聖
令
本
文
の
、｢

唐
○｣

は
不
行
唐
令
の
条
文
番
号
で
あ
り
、
本
文
の
引
用
は
基
本
的
に

『

天
聖
令
校
証』

清
本
に
よ
る
。

註
３

｢

唐
令
拾
遺

(

補)｣

欄
の
漢
数
字
は
、『

唐
令
拾
遺』

に
よ
る
復
旧
唐
令
の
条
文
番
号
で
あ
り
、
本
文
の
引
用
は

『

唐
令
拾
遺』

『

唐
令
拾
遺
補』

に
よ
る
。

註
４

｢

養
老
令｣

欄
の

｢

養
○｣

は
、『

日
本
思
想
大
系

律
令』

に
よ
る
養
老
令
の
条
文
番
号
で
あ
り
、
本
文
の
引
用
も
同
書
に
よ
る
。

東京大学史料編纂所研究紀要 第18号 2008年３月 ( )26

[37]

宋
30

諸
在
任
官
身
喪
、
聴
於
公
廨
内
棺
斂
、
不
得
在
庁
事
。
其
屍

柩
家
属
並
給
公
人
送
還
。
其
川
峡
、
広
南
、
福
建
等
路
死
於
任
者
、

其
家
資
物
色
官
為
検
録
、
選
本
処
人
員
護
送
還
家
。
官
賜
銭
十
千
、

仍
拠
口
給
倉
券
、
到
日
停
支
。〈
以
理
解
替
後
身
亡
者
、
亦
同
。〉

[38]

宋
31

諸
百
官
身
亡
者
、
三
品
以
上
称
薨
、
五
品
以
上
称
卒
、
六
品

以
下
達
於
庶
人
称
死
。
〈
今
三
品
者
、
惟
尚
書
節
度
以
上
則
称

薨
。〉

二
三

[

唐]

諸
百
官
身
亡
者
、
三
品
以
上
称
薨
、
五
品
以
上
称
卒
、

六
品
以
下
達
庶
人
称
死
。

養
15

凡
百
官
身
亡
者
、
親
王
及
三
位
以
上
称
薨
、
五
位
以
上
及
皇

親
称
卒
、
六
位
以
下
達
於
庶
人
称
死
。

[39]

宋
32

諸
官
人
薨
卒
、
応
合
吊
祭
者
、
詔
聘
官
亦
同
。

[40]

宋
33

諸
喪
葬
不
能
備
礼
者
、
貴
得
同
賤
。
賤
雖
富
、
不
得
同
貴
。

二
四

[

開
二
五]

諸
喪
葬
、
不
得
備
礼
者
、
貴
得
同
賤
。
賤
不
得
同

貴
。

養
16

凡
喪
葬
不
能
備
礼
者
、
貴
得
同
賤
、
々
不
得
同
貴
。

[附]

(

省
略)

養
17

凡
服
紀
者
、
為
君
、
父
母
及
夫
、
本
主
、
一
年
。
祖
父
母
、

養
父
母
、
五
月
。
曾
祖
父
母
、
外
祖
父
母
、
伯
叔
姑
、
妻
、
兄
弟
姉

妹
、
夫
之
父
母
、
嫡
子
、
三
月
。
高
祖
父
母
、
舅
姨
、
嫡
母
、
継
母
、

継
父
同
居
、
異
父
兄
弟
姉
妹
、
衆
子
、
嫡
孫
、
一
月
。
衆
孫
、
従
父

兄
弟
姉
妹
、
兄
弟
子
、
七
日
。

非
喪
葬
令

補
四

[

開
七]

凡
徳
政
碑
及
生
祠
、
皆
取
政
績
可
称
、
州
為
申
省
、

省
司
勘
覆
定
、
奏
聞
乃
立
。

Ⓒ2008 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo) 
    The University of Tokyo
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